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　ウルシ属 5 種とヌルデ属 1 種の表面を実体顕微鏡で確認したところ内果皮表面に結晶物が一部















さ×幅の値（図 1）は，ウルシが最も大きく高さ 4.1–5.55 mm（平均 4.89 mm）×幅 5.3–6.9 mm（平
均 6.21 mm），次にヤマハゼとハゼノキが大きく，ヤマハゼは高さ 3.9–5.2 mm（平均 4.59 mm）×幅
4.9–6.6 mm（平均 5.76 mm），ハゼノキは高さ 3.55–4.9 mm（平均 4.17 mm）×幅 4.9–6.6 mm（平均
5.76 mm）であり，ヤマハゼと比較するとハゼノキのほうが高さに比して幅が広かった。ヤマウル
シとツタウルシはやや小型で，ヤマウルシが高さ 3.3–3.9 mm（平均 3.53 mm）×幅 4.2–4.45 mm（平
均 4.33 mm），ツタウルシは高さ 3.15–3.75 mm（平均 3.48 mm）×幅 4.0–4.5 mm（平均 4.25 mm）で
あった。ヌルデは最も小さく高さ 2.4–3.4 mm（平均 2.81 mm）×幅 2.9–3.8 mm（平均 3.28 mm）で
あった。高さ×幅の値の範囲は，ウルシとヤマハゼ，ハゼノキの 3 種，ツタウルシとヤマウルシの
表1　観察に使用した現生ウルシ属及びヌルデ属
分類群 採取地 TUS No.




ヤマウルシ 山梨 山中湖村 91431
北海道 仁木町 89465




ハゼノキ 沖縄 宜野座村 82280
鹿児島 肝付町大隅半島辺塚 27841
ヤマハゼ 千葉 銚子市犬吠埼 170691
栃木 栃木市柏倉 213458
中国 福建省武夷山市 231708



























　内果皮の縦断面は柵状に細胞が配列する 3層の構造からなり，外側の高さ 50–200 µm幅 20 µm程
度の柱状，紡錘状，粒状の細胞からなる層と，中央の高さ 50 µm幅 5 µm程度の幅の狭い細胞から












膜が観察に適すると判断された 28 点（表 3）について内果皮形態の検討をおこなった。内訳は縄文






























































から，片側がやや膨らんだ扁円形のもの（図版 2–3，5，6，9，10，図版 3–2，6，8，図版 4–1，3，5）まで
側面観は多様だった。サイズは高さ 4.1–2.8 mm で幅が 3.3–5 mm であり出土した遺構や時代による
差はあまり見られなかった。現生ウルシ属及びヌルデ属のサイズと比較すると試料 JY31，JY32，










時期 遺構 表示 標本番号 高さ 幅 備考
縄文時代
中期中葉
1号クルミ塚 S73② ウルシ sp（A） JY39 3.2 4.27
1号クルミ塚 S73② ウルシ sp（A） JY40 3.32 4.02
1号クルミ塚 S73② ウルシ sp（A） JY41 3.22 4.15
1号クルミ塚 S73② ウルシ sp（A） JY42 3.16 4.28
1号クルミ塚 S73② ウルシ sp.B JY57 3.69 4.66
1号クルミ塚 一括ウルシ属 タイプ B–C SYB3 3.8 4.8
1号クルミ塚 一括ウルシ属 タイプ B–C SYB4 3.6 4.3
1号クルミ塚 一括ウルシ属 タイプ B–C SYB5 3.75 5
1号クルミ塚 一括ウルシ属 タイプ B–C SYB6 3.7 4.5
1号クルミ塚 一括ウルシ属 タイプ B–C SYB7 3.9 4.8




2号クルミ塚 柱状サンプル S131–② JY34 3.7 4.8
2号クルミ塚 柱状サンプル S131–② JY35 3.5 4.3
2号クルミ塚 南北ベルト3–②層 ウルシ sp. A JY54 4.1 4.42+ やや風化
2号クルミ塚 南北ベルト3–②層 ウルシ sp. A JY55 3.75 4.47
2号クルミ塚 南北ベルト3–②層 ウルシ sp. A JY56 3.49 4.3+ 端欠落
2号クルミ塚 南北ベルト3–③層 ウルシ sp. B JY49 3.66 4.68 表面風化
2号クルミ塚 A2–15cm ウルシ sp. B JY50 3.43 4.08
2号クルミ塚 A3  10cm ウルシ属 A JY38 3.8 4.3 最外膜薄い
2号クルミ塚 C2  7cm 2mm ウルシ sp. B JY36 3.3 4.2+ 最外膜剥がれ
2号クルミ塚 C2–5cm ウルシ sp. B JY53 3.32 4.61 やや風化
2号クルミ塚 東西ベルト柱状サンプル S131–③ ウルシ B JY47 3.53 4.8




5号トチ塚 主 F E11KA ① 覆土③ ウルシ属 A JY32 3.4 3.9
5号トチ塚 主 F E11KA ① 覆土① ウルシ属 A JY43 3.03 3.95
37号網代 主 F D8KA ①-3 ① S59–① ウルシ sp JY31 3.1 3.3
トチ集中サンプル 主 F D6KA ② 図面 No. F–400 S119① ウルシ A JY45 3.43 4.17
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図版1　現生ウルシ属及びヌルデ属内果皮の顕微鏡写真










1–3. 2号クルミ塚，縄文時代中期中葉～後葉（1：JY53，2：JY47，3：JY48）4–5. 5号トチ塚， 
縄文後期中葉～末葉（4：JY32，5：JY43）6. 37号網代，縄文後期中葉～末葉（JY31）7–8. トチ
集中サンプル，縄文後期中葉～末葉（7：JY45，8：JY46）A：内果皮外形 B：内果皮表面拡大 
C：断面薄片
